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おもちや博物館建設記念ｺﾝｻｰﾄ

伝統の都、サンクトペテルフルク（j日レニングラード）で

　　　　９月３日(金)より壬生中央公民館、　　　　[

稲葉・南犬飼出張所で取り扱います

]

◇問合せ先　壬生中央公民館�８２－０１０８(代)

主催(財)壬生町施設振興公社　後援　壬生町教育委員会
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平
成
６
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で
す
。

生
地
と
家
屋
は
３
年
ご
と
に
評
価
替
え
が
行
わ
れ
、

来
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税

公
示
価
格
の

の
評
価
替
え
は

７
割
程
度
で
す

　
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、
公
的
土
地
評
価
（
地
価
公
示

価
格
、
地
価
調
査
価
格
、
相
続
税
評
価
額
、
固
定
資
座
視
評
価
額
）

の
相
互
の
均
衡
と
適
正
化
を
図
る
た
め
、
固
定
資
産
説
の
土
地
（
宅

地
）
の
評
価
は
地
価
公
示
価
格
の
７
割
程
度
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
の
土
地
基
本
法
に
明
記
さ
れ
、
閣
議
決
定
お
よ
び

中
央
固
定
資
産
評
価
審
議
会
、
税
制
調
査
会
で
の
了
承
を
得
て
・
国

の
評
価
替
え
の
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
方
針
に
沿
っ
て
現

在
、
全
国
良
二
評
価
替
え
の
作
業
を
進
め
て
ぃ
ま
す
。

評
価
額
は
大
き
く
上
昇
し
ま
す

　
地
価
公
示
価
格
の
７
割
程
度
を
目
標
に
土
地
（
宅
地
）
の
評
価

替
え
を
実
施
す
る
と
、
評
価
額
は
大
き
く
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
評
価
の
上
昇
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
嘔

均
で
４
倍
前
後
の
卜
昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

W

評
価
額
が
大
き
く
上
昇
し
て
も

税
負
担
の
急
激
な
増
加
を
抑
制

　
今
回
の
評
価
替
え
は
、
評
価
の
均
衡
化
、
適
正
化
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
増
税
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
納
税
者
の
税
負
担
は
、
総
八
‥
的

か
つ
適
正
な
調
整
付
置
を
講
じ
て
、
急
激
な
税
負
担
を
で
き
る
限

り
仰
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

急
激
な
税
負
担
を
抑
え
る

調
整
措
置
は
こ
の
よ
う
に

　
次
の
よ
う
な
大
幅
な
調
整
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ

表
の
と
お
り
、
税
負
担
の
急
激
な
増
加
を
抑
え
ま
す
。

て
、
ド

濁膜胆暇回顧頭垢W

〈土地関係〉

の特例措置の拡充①住宅用地の課税標準

　（現　行）　　（改正後）

価格の１／２→価格の１／３

価格の１／４→価格の１／６

一般住宅用地

小規模住宅用地

　(200�まで)

○住宅用地に係る課税標準額の特例措置の導入

　　　　　　　　　　　　（現　行）　　（改正後）

　・一般住宅用地　　特例措置なし→価格の２／３

　・小規模住宅用地　特例措置なし→価格の１／３

　評価の上昇割合の高い宅地に対する暫定的な課税標準の
②特例措置の導入　　　　　　　　　　　　‾‾‾‾‾‾○固定資産税と同様の税負担の調整措置の適用

　（現　行）　　　（改正後）

特例措置なし→評価の上昇の程度に

　　　　　　　応じて価格の３／４

　　　　　　　～１／２

評価の上昇割合

の高い宅地

評価の上昇割合の高い宅地に係る暫定的な課税

③宅地について、よりなだらかな税負担となるような負担
　　　　　　-
　調整措置の実施

　　　　一一一一一一

標準の特例措置

よりなだらかな負担調整措置

家屋に係る耐用年数の短縮等
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〔固定資産税〕

　５％

　フ

．

５

１０

１５

２０

１=･==㎜㎜･■=･-=-

　５％

　フ

．

５

１０

‘１５

２０

２５

３．６倍以下のもの

３．６倍を超え、４．８倍以下のもの

４．８倍を超え、６．フ５倍以下のもの住宅用地

１６ 。フ５倍を超え、１５倍以下のもの

　１５倍を超えるもの
　ｰ一一一一　－　-－--･----
l

i.4倍亘吊迂泥の

２．４倍を超え、３．２倍以下のもの

３．２倍を超え、４．５倍以下のもの

４．５倍を超え、１０倍以下のもの

･10倍を超え、１８倍以下のもの

１８倍を超えるもの

非ｲ主宅用地

〔都市計画税〕
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回禁獄腰部個軋

小　規　模

ｲ主宅用地

フ．２ｲ吝以下のもの

フ．２倍を超え、９．６倍以下のもの

９．６倍を超え、１３．５倍以下のもの

１３．５倍を超え、３０倍以下のもの

３０倍を超えるもの

　５％

　フ．５

１０

１５

２０

一　　　般

住宅用地

３．６倍以下のもの

３．６倍を超え、４．８倍以下のもの

４．８倍を超え、６．７５倍以下のもの

６．フ５倍を超え、１５倍以下のもの

１５倍を超えるもの

　５％

　フ．５

１０

１５

２０

非ｲ主宅用地

２．４倍以下のもの

２．４ｲ吝を超え、３．２ｲ吝以下のもの

３．２ｲ吝を超え、４．５倍以下のもの

４．５倍を超え、１０倍以下のもの

ｑＯ倍を超え、１８倍以下のもの

１８ｲ吝を超えるもの

　５％

　フ．５

１０

１５

２０

２５

評
価
の
上
昇
割
合
に
対
す
る

税
額
の
伸
び
率
は
こ
の
よ
う
に

　
…
‥
ハ
ト
の
よ
う
な
大
幅
な
調
整
措
置
に
よ
り
、
平
成
６
年
度
か
ら

胚
成
８
年
度
ま
で
の
宅
地
等
の
評
価
額
の
上
昇
に
対
す
る
税
額
の

伸
び
率
は
次
の
よ
う
に
な
り
、
急
激
な
税
負
担
が
仰
え
ら
れ
ま
す
。

　
右
表
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
例
え
ば
、
評
価
の
上
昇
割

合
が
３
・
６
倍
上
吽
し
て
も
税
額
の
伸
び
率
は
年
間
５
％
に
と
ど
ま
り
、

大
き
な
上
昇
割
合
に
比
べ
、
税
負
担
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
氷
屋
の
評
価
に

っ
い
て
も
軽
減
措

置
が
講
じ
ら
れ
、

税
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

（注）評価の上昇割合とは、平成６年度評価額を、原則として平成３年度評

　　価額で除して得たものをいう。

家
屋
の
耐
用
年
数
が

短
縮
さ
れ
ま
す

　
家
屋
の
耐
用
年
数
が
次
の
よ
う
に
短
縮
さ
れ
、
経
年
減
点
補
正

率
が
犬
き
く
な
り
、
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
〈
代
表
例
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
行
）
　
　
（
改
正
後
）

　
　
●
木
造
住
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
年
　
↓
　
２
０
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
年
　
↓
　
２
５
年

　
　
●
非
木
造
　
住
　
宅
・
ア
パ
ー
ト
　
７
０
年
　
↓
　
６
０
年

　
　
●
非
木
造
　
事
務
所
　
　
　
　
　
　
５
０
年
　
↓
　
４
５
年

　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
場
　
　
　
　
　
　
４
０
年
　
↓
　
3
5
年

　
非
木
造
住
宅
等
の

　
初
期
減
価
が
引
下
げ
に

　
非
木
造
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
の
新
築
物
件
の
初
期
減
価
率
が
木
造

と
同
じ
率
に
引
下
げ
と
な
り
、
初
期
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
非
木
造
の
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
　
　
（
現
　
亘

の
初
期
減
価
の
引
ド
げ

Ｏ
・
（
リ

（
改
正
後
）

Ｏ
・
８

　
　
現
在
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る

　
　
家
屋
は
３
％
減
価
さ
れ
ま
す

　
現
在
、
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
家
屋
（
在
来
分
の
家
屋
）
は
、

平
成
６
年
度
評
価
替
え
で
金
棟
が
最
低
３
％
減
価
さ
れ
、
税
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
評
価
替
え
に
伴
う
新
し
い
評
価
基
準
に
よ
り
求
め
た

価
額
と
、
平
成
５
年
度
の
価
額
に
特
別
補
正
率
Ｏ
・
ｎ
ロ
７
を
乗
じ

て
得
た
額
を
比
較
し
て
、
ど
ち
ら
か
低
い
額
を
平
成
６
年
度
の
価

額
と
す
る
の
で
、
少
な
く
と
も
３
％
下
が
り
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在来分家屋の据置措置と３%減価措置の比較表

　(参　考)

士他の固定資産税の計算式

　〈平成５年度分〉

　(平成３年度価格)(住宅用地の特例率)

12,000,000　×　1/4　　　×　1.4％

　　　　　3,000,0圓円（課税標準額）

(税率)

＝42､000円

〈平成６年度分〉

（前年度の課税標準額）（負担調整率）（税率）

3,000,（）00円　×　　1.05　　×　1.4％＝44,100円

評価の上昇割合が3.5倍ですので、

住宅用地で3.6倍以下の場合の負担

調整率が適用になります。

●評価の上昇割合

　　平成６年度評価額－42'0001000円－　5倍

　　平成３年度評価額‾12,000,000円‾3.　゜

び
く
の
で
よ
く
調
べ
て
見
た
が
、
今
ま
で
は
地
価

公
示
価
格
や
相
続
税
評
価
額
、
固
定
資
産
説
評
価

額
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
た
め
に
７
割
評
価
に
す
る
そ
う
じ
ゃ
。
し

か
し
、
税
金
は
急
激
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

大
幅
な
軽
滅
借
置
が
と
ら
れ
る
そ
う
じ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

い
ト
が
る
そ
う
よ
ご

　
（
夫
）
　
「
母
さ
ん
、
ワ
シ
も
フ
ト
コ
四
に
直
接
ひ

ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
が
来
年

ヤ
サ
気
に
上
が
っ
て
、
地
価
公
示
価
格
の
７
割

秋
度
に
な
り
、
今
よ
り
も
今
田
平
均
で
３
倍
く
ら

る
ん
で
す
か
Ｊ

　
（
夫
）
「
地
域
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
じ
ゃ
が
、
何
で

も
住
宅
の
た
っ
て
い
る
宅
地
は
評
価
額
で
３
～
４

倍
上
が
っ
て
も
、
税
金
は
毎
年
数
パ
ー
セ
ン
ト
の

上
昇
で
牡
ま
る
そ
う
じ
ニ

　
（
妻
）
「
ま
ぁ
Ｉ
、
そ
れ
な
ら
よ
か
っ
た
わ
ね
。
私

最
初
に
読
ん
だ
と
き
は
驚
き
ま
し
た
よ
ご

　
（
夫
）
「
ワ
シ
は
自
治
会
の
合
議
で
出
か
け
る
ぞ
。

こ
の
こ
と
は
息
乙
‐
Ｊ
に
も
話
し
て
お
い
て
く
れ
１
０

　
（
妻
）
「
は
い
ぼ
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
Ｊ

（
妻
）
　
「
お
父
さ
ん
た
い
へ
ん
よ
。
新
聞
で
読
み
　
　
（
妻
）
　
「
そ
う
す
る
と
、
税
金
は
ど
の
程
度
に
か

岫綿綿綿綿且|訟 総㈱総総総総
・平成２年度の価額……①

・新しい評価基準により

　求めた価額……………②

づ平成３年度の価額は、

　②≦①の場合は②の価額

　②＞①の場合は①の価格

※価額が上がることはない。

・平成５年度の価額……①

・特別補正後の価額

　　①×0.97　　　　　②

・新しい評価基準により

　求めた価額……………③

[)平成６年度の価額は、

　③≦②の場合は③の価額

　③＞②の場合は②の価額

※価額は少なくとも３％は

　下がる。

　《税負担のモデル》

●　平成６年度の評価替えに伴う税負担は、具体的には次のように

　なります｡(固定資産税の税率は1.4％､都市計画税の税率は0.3％)

－-－------------……
|

士　地（家屋の敷地）

！　面　積

平成３年度の価格

平成６年度の価格

家　屋

　構　　造

　建築時期

　床面積

ｊ　平成３年度の価格
☆ｻﾞ｡｡

200�

12,00【】,000円（60,000円/�）

42,000,000円（210,000円/�）

　評価の上昇害U合＝3.5倍’（

負担調整率＝1.05　　　

）

木造２階建（専用住宅）

昭和57年12月

110�

5,170,000円（47,000円/�）

5,014,900円（45,590円/�）

。
－
　
　
　
一

平成５年度及び平成６年度の税額

　　　　　　　　　　　　　(単位：円、％)

士㈲言遊士回 湖畔鱗艦 詣頻頻頻示顛廉鎧
土地：固定資産税

　　　都市計画税

42,000

36,000

44,100

37,800

５％

５％

家屋：固定資産税

　　　都市計画税

72,300

15,500

70,100

15､000

△３％

△３％

合　　計 165,800 167,000 １％
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児童養育家庭への助成について

　21世紀の我が国を担う子どもたらが、健やかに生

まれ育つよう、養育家庭への支援を目的として、児

童手当、遺児手当、児童扶養手当、特別児童扶養手

当の制度があります。資格があっても申請されない

場合は､手当が受けられませんので､ご注意ください。

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
（
平
成

５
年
は
４
歳
未
満
）
の
児
童
を
養
育

す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
対
象
諧
童
］

☆
第
一
子
は
平
成
３
年
１
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
児
童
。

☆
第
二
子
以
降
は
、
平
成
５
年
１
２
月

ま
で
は
４
歳
未
満
の
児
童
。
が
成
６

年
か
ら
は
３
歳
未
満
の
児
童
。○老人扶養親族がある方は、上記の額に６万円

　を加算した額

作
　
平
成
６
年
４
月
請
求
分
ま
で
は
、

平
成
４
年
分
の
所
得
額
と
税
法
上
の

扶
養
人
数
で
左
の
限
度
額
表
が
基
準

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
顔
よ
り
一
律
に
８

万
円
を
控
除
し
た
顔
で
す
。
な
お
、

医
療
費
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

顔
も
控
除
で
き
ま
す
の
で
、
疑
問
の

方
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
口
辺
圓
翁
□

浪
二
子
　
　
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

第
二
子
　
　
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

第
三
子
以
降
　
　
。
０
、
○
○
○
円

　
て
き
面
」

六
月
、
十
月
、
一
言

遺
児
手
当
一

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な

い
か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
（
1
8
歳

未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

し
ま
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら

五
年
を
経
過
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
請
求
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
に
よ
っ
て
全
額
・
一
部

支
給
停
止
、
ま
た
は
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
戻
㈲
繭
」

児
童
。
人
　
　
　
三
八
、
八
六
〇
円

児
童
二
人
　
　
　
四
三
、
八
六
〇
円

児
童
三
人
以
降
　
二
、
〇
〇
〇
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
一
二
、
八
五
〇

　
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
Ｔ
㈲
姶
耳
】

八
月
、
ト
ー
。
月
、
四
月

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま

た
は
身
体
に
障
害
（
一
級
こ
一
級
）

を
有
す
る
児
童
（
２
０
腹
未
満
）
を
養

育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
□
七
の
所
得
顔
以
下
の

場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
□
干
徴
ｔ
Ｊ
皿
］
二
人
あ
た
り
）

一
紙
該
当
　
　
四
七
、
一
六
〇
円

二
級
該
当
　
　
こ
二
、
四
四
〇
円

　
Ｔ
陰
唇
巴

八
月
、
十
一
月
、
四
月

○
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児

　
童
、
所
得
制
限
な
ど
く
わ
し
く
は
、

　
役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係
へ
お
尋

　
く
だ
さ
い
。

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た

は
両
方
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教

育
終
ｒ
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給

し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課

せ
ら
れ
な
い
場
合
だ
け
受
け
ら
れ
ま

す
。
　
二
子
囃
昇
冊
□

児
童
。
人
あ
た
リ
　
三
、
〇
〇
〇
円

　
Ｔ
㈲
輪
耳
］

六
月
、
九
月
、
ト
ー
。
月
ご
二
月

阻
四
旧
□
Ｉ
」
。
閲
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交
差
点
の
事
故
を
な
く
そ
う

　
交
差
点
で
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
近
年
、
交
通

事
故
の
約
５
割
が
交
差
点
で
発
生
し
、
交
通
事
故
死
者
の
３

分
の
ー
が
交
差
点
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
差
点
に
は
、
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
注
意
を
怠
っ
た
た
め
に
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を

起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
交
差
点
で
は
、
＋
分
に
注
意
し
て
交

通
安
全
に
努
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
い
つ
も
の
交
差
点
」

運転席の視線は左に流れやすい。

ます右|則(7)確認を念入りに／９ｏｏ自白II

訟将士

●
通
り
慣
れ
た
い
っ
も
の
交
差
点
ほ

ど
油
断
が
生
じ
、
漫
然
と
進
入
し
が

ち
で
す
。

　
「
安
全
だ
ろ
う
」
で
は
な
く
、
つ
ね

に
「
危
険
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

心
構
え
で
接
近
し
ま
し
ょ
う
。

　
他
車
の
か
げ
に

　
　
ひ
そ
む
危
険

●
交
差
点
付
近
に
駐
車
車
両
が
あ
る

と
き
や
、
対
向
車
線
が
渋
滞
し
て
い

て
わ
き
道
と
の
小
さ
な
交
差
点
が
見

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

車
の
か
げ
か
ら
出
て
く
る
交
差
車
両

の
有
無
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

-

右
折
し
て
く
る

対
向
車
や
歩
行
者

●
交
差
点
接
近
中
に
信
‥
ゲ
が
青
に
変

わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
進
行
す

る
と
、
強
引
に
右
折
し
て
く
る
対
向

車
や
、
停
止
中
の
完
行
車
の
か
げ
か

ら
駆
け
込
み
横
断
し
て
く
る
歩
行
者

と
衝
突
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交
差
点
の
Ｔ
前
で
必
ず
徐
行
し
、
安

全
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

T(〉回数

折

ゾ　　1　‰.…………………

＼　で
こ
漂
‰
】

ｆ
　
Λ
バ
ミ
圭
一

近
づ
い
て
く
る

交
差
車
両

●
信
号
の
な
い
交
差
点
で
は
、
交
差

ノ

サ

0
.
.
.
.
.
.
.
.

9
ゾ

　
Ｇ
　
　
乙
ぃ
に
…
…
琳
ぺ

車
両
が
こ
ち
ら
の
停
止
を
あ
て
に
し

て
交
差
点
に
つ
っ
こ
ん
で
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
道
路
の
は
う
が
広
い
な
ど

優
先
道
路
で
も
、
交
差
車
両
の
動
き

を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

･瘍函…
………

ﾉ…
…………

匹
　
　
…
…
一
才

歩
進
上
の
自
転
車

●
車
道
の
交
差
車
両
の
様
子
に
注
意

が
片
寄
り
、
歩
道
士
に
対
ず
る
注
意

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
特
に
、
わ
き
道
や
駐
車
場
か
ら
広

い
道
路
に
出
る
と
き
は
、
歩
道
を
通

行
し
て
く
る
自
転
車
に
注
意
し
ま
し

対
向
車
に
続
く
危
険

●
対
向
車
が
右
折
待
ち
を
し
て
い
る

と
、
そ
の
対
向
車
が
視
野
障
害
に
な

っ
て
対
向
車
線
の
様
子
が
見
え
に
く

く
な
り
ま
す
。

W

◇
青
信
号

あ
ま
り
前

ず
交
差
点

左
析
車
の士票

ﾉﾅ汗い

◇
横
断

あ
せ
っ

の
車
の

急

ぐ

。
ま

、
右

よ
ヽ
つ

交
差
点
に
接
近
・
進
入
す
る
と
き
の
危
険

交
差
点
を
右
折
す
る
と
き
の
危
険



四
　
特
に
、
対
向
車
の
影
か
ら
直
進
し
て

ー
－‐
―ｊ

く
る
バ
イ
ク
・
白
虹
車
を
見
落
と
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
対
向
車
の
ラ
イ
ト
に

　
　
ま
ぎ
れ
た
二
輪
車

●
夜
間
、
対
向
車
が
右
折
待
ち
を
し

て
い
る
と
き
は
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト

に
目
が
く
ら
ん
で
、
そ
の
わ
き
や
う

し
ろ
か
ら
直
進
し
て
く
る
バ
イ
ク
・

自
転
車
を
見
落
と
し
が
ち
で
す
。

ラ
イ
ト
の
光
が
ま
と
も
に
目
に
入
ら

な
い
位
置
で
、
わ
き
や
う
し
ろ
を
し

っ
か
り
確
認
し
て
右
折
し
ま
し
ょ
プ

　
横
断
歩
道

●
対
向
車
や
暗
闇
に
目
を
秤
わ
れ
て
、

横
断
歩
道
ト
、
の
歩
行
者
や
白
虹
巾
・
を

見
落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
信
‥
ゲ
の
変
わ
り
目
の
右
折
は
、

つ
い
あ
せ
り
が
ち
。
遅
れ
て
渡
っ
て

く
る
歩
行
者
や
自
転
巾
の
見
落
と
し

広報みぶ||llⅢ|目||||目|田７

　　　　　　　　･･㎜･･　　　■㎜㎜＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜自転車の

　ｰ-=-_■-　－　　㎜　　　　　　・注意ポイント

ま=九の凛蕭然あこる交差鄭,jt?･.･.11

ろんレフ･なくて名ご‥狭t.ヽ道か

=●覚ま:aの標識があIS

もちろん、jなく･てIもこ．

ら広い通りに出るときは必ず、

右左の交差車両の有無を確かめ

ましょう。

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ま
た
、
夜
間
、
特
に
雨
の
日
は
、
横

断
歩
道
を
横
切
る
ま
え
に
、
右
側
の

死
角
に
入
っ
た
二
輪

車
、
自
転
車
、
歩
行
者

●
乗
用
車
に
も
死
角
は
あ
り
ま
す
。

左
折
す
る
と
き
は
、
交
差
点
の
手
前

前
の
車
の

急
な
減
速
や
停
止

●
特
に
、
交
通
量
の
多
い
交
差
点
付

近
で
は
、
吉
信
呼
で
も
前
の
車
が
停

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交
差
点
付
近
で
は
、
な
に
よ
り
も
前

の
車
言
フ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
に
庄
意
し

１』
作

ｊ
;
７
ｙ
ｍ

・刎肺今町淮Gyヤ泰車∩

時良太型車位は近づがない,li1｡|

窓
の
外
に
目
を
向
け
、
暗
闇
の
な
か

の
歩
行
者
や
自
転
車
の
有
無
を
確
か

め
ま
し
ょ
う

か
ら
ミ
ラ
ー
を
何
度
も
見
て
、
左
側

後
方
に
二
輪
車
や
自
転
車
、
歩
行
者

が
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

四-〃占%ふ　　　ペニ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

　
も
う
一
度
確
認
し
よ
う

〈
交
差
点
の
交
通
ル
ー
ル
〉

安
全
確
認
・
安
全
進
行
の
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
交
法
３
６
条
】

★
交
差
車
両
、
対
向
右
折
車
、
横
断

歩
行
者
に
注
意
し
、
安
全
な
速
度
と

方
法
で
進
行
す
る
。

歩
行
者
・
自
転
車
の
保
護
義
務

★
歩
行
者
や
自
転
車
の
横
断
を
妨
げ

な
ぃ
。
横
断
歩
道
や
自
転
車
横
断
帯

に
歩
行
者
な
ど
が
ぃ
る
時
は
、
一
時

停
削
。
　
【
道
交
法
３
８
条
・
３
８
条
の
２
】

路
標
識
等
で
進
行
方
向
が
指
定
さ
れ

た
交
差
点
で
は
、
そ
の
交
通
区
分
に

従
っ
て
通
行
す
る
。

右
左
折
の
合
図
を
出
し
た

先
行
車
の
進
路
妨
害
の
禁
止

゛歩這Jを博行七ズ戸る]とﾌき1まご………|

I　Sj ●●111●･1･k .I.－I･ -･■　.　..－　・
わき這が.Iも･出てくるｸ車や、駐車

場などに出入り･する車に注意し

★
右
左
析
す
る
た
め
合
図
を
出
し
、

進
跡
変
更
し
よ
う
す
る
先
行
車
の
進

跡
を
妨
げ
な
い
。
【
道
文
法
3
4
条
】

徐
行
・
　
一
時
停
止
の
義
務

　
　
　
　
　
　
【
道
次
回
万
４
３
条
】

★
標
誠
の
あ
る
所
や
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
で
は
、
徐
行
や
一
時
停
眼
。

左
方
車
及
び
優
先
道
路
・
広
路
の
車

の
進
路
妨
害
の
禁
止
【
道
文
法
３
６
条
】

★
仁
‥
リ
の
な
い
交
差
点
で
は
、
ん
か

ら
く
る
交
差
車
両
、
及
び
優
左
道
路

や
広
路
の
交
差
車
両
の
進
行
を
妨
げ

な
い
。

混
雑
し
た
交
差
点
等
へ
の
侵
入
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
交
法
５
０
条
】

★
混
雑
し
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
進
む

と
交
差
点
内
や
横
断
歩
道
Ｌ
な
ど
に

停
‐
Ｌ
し
て
し
ま
う
と
き
は
、
そ
の
交

差
点
や
横
断
歩
道
等
に
侵
入
し
な
い
、

駐
停
車
の
禁
止
　
　
【
道
文
法
４
４
条
】

★
交
差
点
内
と
交
差
点
の
端
か
ら
３

ｍ
以
内
は
駿
停
車
禁
止
。

｜

｜

- 一 一 一 一

差
点
を
左
折
す
る
と
き
の
危
険
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河
川
愛
護
月
間
「
／
月
「
・
一
日
～
3
1
日

水
辺
に
や
す
ら
ぎ
心
に
ゆ
と
り
・

　
清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
緑
の
あ
る

自
然
に
恵
ま
れ
た
河
川
は
、
わ
た
し

た
ち
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え
る
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
良
好

な
河
川
環
境
へ
の
住
民
の
期
待
は
、

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
件
設
省
・
都
道
府
県
・

市
町
村
が
協
力
し
、
７
月
の
一
か
月

間
を
河
川
愛
護
月
間
と
し
て
、
河
川

を
常
に
安
全
で
美
し
く
利
用
・
管
理

す
る
気
運
を
高
め
、
良
好
な
河
川
環

境
を
積
極
的
に
刎
出
す
る
た
め
の
河

川
愛
護
の
思
想
を
広
く
周
知
徹
底
す

る
た
め
、
「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ
　
心

に
ゆ
と
り
」
を
推
進
標
語
に
、
河
川

愛
護
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

○
運
動
の
重
点

　
①
良
好
な
河
川
環
境
の
釧
出

　
②
河
川
愛
護
思
想
の
普
及

一

差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

　
憲
法
弟
1
4
茉
は
「
す
べ
て
の
国
民

は
、
法
の
下
に
ゼ
ー
等
で
あ
っ
て
、
人

種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又

は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、

又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
な
い
」
と
国
民
の
基
本
的
人
権

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
を
と
り

ま
く
社
会
に
お
い
て
は
、
今
日
で
さ

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
あ
り
、
な

か
で
も
被
差
別
部
落
の
問
題
、
い
わ

ゆ
る
同
和
問
題
は
、
非
常
に
深
刻
な

社
会
問
題
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
同
和
問
題
の
早
期
解

決
を
目
指
し
、
県
、
市
町
村
は
も
ち

ろ
ん
、
各
種
民
間
団
体
で
構
成
し
て

い
る
栃
木
県
同
和
対
策
推
進
県
民
会

議
で
は
、
８
月
１
日
か
ら
3
1
口
ま
で

の
１
か
月
間
を
「
同
和
対
策
推
進
県

民
運
動
強
調
月
間
」
と
定
め
、
さ
ら

に
１
２
月
４
目
か
ら
１
０
口
ま
で
の
『
人

権
週
間
』
を
「
同
和
対
策
推
進
県
民

運
動
強
調
週
間
」
と
し
て
、
集
中
的

啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

同
和
対
策
推
進
県
民
運
動

啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
案
募
集

　
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
基
本

的
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
高
め
、

同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
図
り
、
差

別
の
な
い
社
会
、
さ
ら
に
は
２
１
世
紀

に
向
け
希
望
と
活
気
に
み
ち
た
新
し

い
社
会
Ｉ
と
ち
ぎ
新
時
代
Ｉ
を
築
く

こ
と
を
目
標
に
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
図

案
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
中

学
生
以
上
の
県
民
の
方

●
募
集
の
ね
ら
い
　
同
和
問
題
の
早

期
解
決
を
目
指
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー

図
案
で
あ
る
こ
と
。

●
応
募
規
定

①
大
き
さ
は
原
則
と
し
て
Ｂ
３
判
。

　
（
タ
テ
５
２
四
×
ョ
コ
３
６
『
高
校
一

般
の
部
は
Ｂ
２
判
７
３
×
5
2
で
も
可
』

②
図
案
に
使
う
標
語
は
ケ
記
の
中
か

ら
選
ぶ
か
、
創
作
す
る
こ
と
。

-

③
自
作
、
創
作
で
未
発
表
の
作
品
。

④
作
品
は
裏
面
に
氏
名
工
り
が
な
）

年
齢
、
職
業
、
（
中
学
生
、
高
校
生

は
学
校
、
学
年
）
、
現
住
所
を
明
記
。

●
締
切
日
　
９
月
３
０
日
必
着

●
応
募
及
び
問
合
せ
先
　
〒
３
２
０

宇
都
宮
市
塙
田
一
丁
目
八
２
０
　
栃
木

県
県
民
生
活
部
同
和
対
策
課
(
1
1
0

２
８
６
－
２
３
－
３
０
２
６
）

●
標
語

　
「
見
す
ご
す
な
許
す
な
身
近
に
あ
る

差
別
」
「
知
ら
ぬ
ま
に
し
て
は
い
な

い
か
小
さ
な
差
別
」
「
思
い
や
る
心

が
差
別
を
な
く
す
か
ぎ
」
「
い
わ
れ

な
き
差
別
す
る
ま
い
さ
せ
る
ま
い
」

　
「
差
別
な
き
郷
土
づ
く
り
は
み
ん
な

が
主
役
」
「
平
等
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の

心
か
ら
」
「
認
め
合
う
心
が
結
ぶ
住

み
よ
い
社
会
」
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壬
生
町
老
人
保
健
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
発
足

　
平
成
２
年
の
老
人
福
祉
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
５
年
４
月
か
ら
都
道

府
県
及
び
市
町
村
は
、
老
人
保
健
福

祉
計
画
を
定
め
る
よ
う
規
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本
町
で
も

平
成
５
年
度
中
に
壬
生
町
老
人
保
健

福
祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

策
定
委
員
会
委
員

　
老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、
老
人
に

対
す
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
住
民

に
身
近
な
市
町
村
に
一
元
化
さ
れ
る

体
制
を
目
ざ
し
、
地
域
の
ね
た
き
り

老
人
な
ど
の
現
状
を
把
握
し
て
平
成

Ｈ
年
度
末
時
点
で
の
必
要
な
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
地
域
で
提

供
で
き
る
体
制
の
整
備
を
計
画
的
に

（
順
不
同
）

福
島

勝
美

石

川

昭

一一一

田
中

一
男

藤

田

藤

=-一
一郎

官
話

庫
雄

石
江

由
美
子

金
子

澄
子

田
中

久
夫

岡
本

四
郎

市

川

伸

一

田

中

ミ

ヨ

梁
島

定
詰

鈴
木

郁
夫

鈴
本

金
夫

綱
島

康
博

厨

Ｂ

壬

生

町

助

役

千

生

町

議

会

議

長

壬

生
町

身

体
障
害

者
--福

祉
会
会

長

壬

生
町
民

生
委
員

協
議
合

剤
総
務

壬

生
町
保

健
委

員
会

副
全
長

壬

生
町

社
会
福

祉
協
議
会

理
事代
表

下

都
賀
福

祉
事
務
所
長

栃

木

保

健

所

長

特
別

養
護

老
人
ホ

｜
ム
施
設
長

壬

生
町

農
業

協
同

組
合

参
事

壬

生
町
婦
人

会
副
会
長

壬

生
町

老
人

ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長

壬

生
町

商
工

会
会
長

壬
生
町

自
治
会
連
合
合
副
合
長

壬
生
町
医

師
会
代
表

鋲

% ♂ v ♂ 八 雲 ．鏝

証
U

I

｡ 。

I H H I U

這

傷

溺

- - -

四 《 φ 四簸

ｍ

言

行

政

機

関

議

会

関

係

μ μ μ μ μ

保
健
福
祉
関
係

μ μ μ μ

団
体

の
代
表
者

識
見
を
有
す

る
者

進
め
る
も
の
で
す
。

　
６
月
２
１
目
、
役
場
で
壬
生
町
老
人

保
健
福
祉
計
画
策
定
委
員
の
委
嘱
及

び
第
１
回
策
定
委
員
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
策
宝
委
員
会
は
、
高
齢
者
実
態
調

査
を
踏
ま
え
て
、
住
民
の
意
向
を
老

人
保
健
福
祉
計
画
に
反
映
さ
せ
る
か

め
、
保
健
福
祉
関
係
団
体
、
在
宅
ケ

ア
関
係
者
、
町
議
会
、
県
・
町
行
政

機
関
の
代
表
者
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
策
定

委
員
会
に
お
い
て
、
福
島
勝
美
助
役

が
委
員
長
に
、
民
生
委
員
協
議
令
副

総
務
の
藤
田
藤
三
郎
氏
が
副
委
員
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
美
化
で
表
彰
さ
れ
る

◇
道
路
愛
護

　
　
　
功
労
者
表
彰

　
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
栃
木
県
道
路
愛
護
連
合
会
の
平
成

４
年
度
追
跡
愛
護
功
労
者
表
彰
式
が

６
月
２
４
日
、
栃
木
会
館
で
行
わ
れ
、

安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
（
川
野
辺
晃
一
会
長
）
に
県
知
事

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
安
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
６
自
治

表
彰
を
受
け
た
川
野
辺
会
長

会
、
１
、
３
１
３
世
帯
）
は
、
昭
和
５
６
年

４
月
に
設
立
以
来
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
・
清
潔
で
美
し
い
生
活

環
境
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
環
境
部

会
を
設
け
、
道
路
・
側
溝
の
定
期
的

清
掃
、
下
水
溝
の
消
毒
お
よ
び
緑
化

運
動
（
花
い
っ
ぱ
い
運
動
）
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
安
塚
駅
前
通
り

・
県
道
・
町
道
な
ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー

の
設
置
、
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
地
域

の
環
境
美
化
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
◇
河
川
愛
護

　
　
　
功
労
者
表
彰

　
安
斎
　
博
さ
ん
（
駅
東
町
団
地
）

　
栃
木
県
河
川
愛
護
連
合
会
の
河
川

愛
護
功
労
者
表
彰
武
が
６
月
1
8
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
、
駅
東
団
地
の
安
斎

博
さ
ん
が
功
労
者
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
斎
さ
ん
は
、
昭
和
６
３
年
よ
り
駅

東
町
団
地
に
隣
接
し
た
黒
川
の
堤
防

約
３
０
０
ｍ
を
、
草
刈
機
や
鎌
を
使

っ
た
草
刈
り
・
除
草
及
び
空
き
缶
や

ゴ
ミ
の
収
集
を
一
年
中
行
い
、
同
堤

防
の
環
境
美
化
に
つ
と
め
て
地
域
は

も
と
よ
り
通
行
者
か
ら
も
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

功
労
表
彰
の
安
斎
さ
ん
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歴
史
民
俗
資
料
館

　
友
の
会
か
設
立
さ
れ
る

　
去
る
５
月
３
０
日
、
「
千
生
町
立
歴

史
民
俗
資
料
館
友
の
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
会
則
第
３
条
に
「
本

会
は
館
（
資
料
館
）
と
密
接
な
連
結

を
と
り
、
館
の
発
展
・
教
育
普
及
活

動
の
助
成
を
促
進
し
、
会
員
相
圧
の

知
識
と
親
睦
を
深
め
合
い
、
も
っ
て

地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
謳
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
目
的
を
目
指
し
て
６
０
名

の
会
員
が
心
を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か

ら
努
力
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　
壬
生
町
民
憲
章
に
は
、
「
‐
　
歴
史

あ
る
壬
生
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り

発
足
式
の
よ
う
す

を
も
ち
　
　
」
「
。
、
－
－
歴
史
を

犬
切
に
し
Ｉ
」
と
い
う
文
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
精
神
を
町
民
が
一
層

深
く
認
識
す
る
施
設
が
歴
史
民
俗
資

料
館
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
全
県
は
こ
の
資
料
館
を
拠

点
に
し
て
、
「
は
に
わ
会
」
「
拓
本

言
「
占
文
涯
を
続
む
会
」
を
つ
く

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て
定

期
的
に
宇
習
を
続
け
て
お
り
ま
す
が

更
に
こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、
資

料
館
の
発
展
に
寄
与
し
、
町
民
憲
章

の
言
う
と
こ
ろ
の
、
町
の
歴
史
を
大

切
に
す
る
町
民
に
。
層
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　
こ
の
友
の
会
も
産
声
を
あ
げ
た
ば

か
り
で
す
。
会
の
事
業
や
運
営
に
っ

い
て
、
県
下
に
も
余
り
例
が
な
い
の

で
、
し
ば
ら
く
は
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
会
の
発

展
の
た
め
会
員
一
同
一
致
し
て
努
力

す
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

　公的年金には

税制面の優遇措置

　
老
後
の
生
活
設
計
の
支
え
と
し
て
、

年
金
は
重
。
姿
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
年
金
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
う
ち
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
、
適
格
退
職
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
な
ど
に
は
、
所
得
の

計
算
上
、
公
的
年
金
等
控

除
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

税
制
面
の
優
遇
措
置
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公

的
年
金
等
控
除
の
金
加
は
、

年
金
の
収
入
金
額
や
受
け

取
る
人
の
年
齢
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
６
７
歳
の
人

の
収
入
が
公
的
年
金
だ
け

で
、
そ
の
収
入
金
額
が
３

２
０
万
円
の
場
合
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

（収入金額）（公的年金等控除額）（雑所得の金額）

　　320万円－（3E?0万円×25％十75万円）＝165万円

内
カ
ヴ
コ
　
の
合
計
ｌ
ｒ
り
５
万
円
か
、

公
的
奎
等
位
除
額
で
す
。
そ
し
て
、

収
入
金
額
か
ら
控
除
額
を
差
し
引
い

た
１
６
５
万
円
が
雑
所
得
の
金
額
に

な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
6
5
歳
以
ト
良
人
で
そ

の
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
の

場
合
、
そ
の
収
入
金
額
が
２
２
５
万

円
以
下
（
６
５
歳
未
満
の
人
は
１
０
５

万
円
以
古
で
あ
れ
ば
、
受
け
取
る
本

人
に
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
6
5
歳
以
上
の
人
で
年
中
の
収
入

が
公
的
年
金
の
場
合
、
そ
の
収
入
金

額
が
１
７
５
万
円
以
下
（
６
５
歳
未
満

の
人
は
１
０
５
万
円
以
下
）
で
あ
れ

ば
、
生
計
を
一
に
す
る
息
子
さ
ん
な

ど
の
扶
養
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
そ
の
年
中
に
支
払
い
を
受

け
る
べ
き
金
額
が
、
丁
足
の
金
額
を

超
え
る
公
的
年
金
な
ど
に
っ
い
て
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
栃
木
税
務
署

（
四
妓
O
C
X
）
L
Q
５
）
ま
た
は
税
務
相
談

室
（
四
�
７
４
Ｑ
心
５
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

(注)65歳末双方どう方は、その年の12月31日の年齢によります。《1些図９白０圀一回2》

　　公的年金等控除額

一
　　　　　　　伺O万円

年金収∧×25％十万万円

年余収入×15％づ21万円

年金収入×5％＋203万円

公的年金等の収入金額

　　　　　260万円以下

260万円超祁O万円以下

罷O万円超820万円以下

　　　　　820万円超

　　公的年金等控除額

　　　　　　　　　70万円

年金収入×25％十37.5万円

年金収入×15％十78.5万円

年金収入×5％十155.5万円

公的年金等の収入金額

　　　　　130万円以下

130万円超410万円以下

引O万円超ﾌﾌO万円以下

　　　　　ﾌﾌO万円超

錬霖㈲税/の/

ご

」
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｢ほっとウィーク｣
夏には、連続休暇を／

ゝ W

　
夏
李
連
続
休
暇
（
「
は
っ
と
ウ
ィ

ー
ク
し
は
、
心
身
の
休
養
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
け
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
余
暇
活
動
や
宗
族

と
の
ふ
れ
あ
い
の
た
め
の
良
い
機
会

で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
旅
行
、

読
書
な
ど
…
…
。
日
ご
ろ
ま
と
ま
っ

た
時
間
が
な
く
、
な
か
な
か
実
行
で

き
な
か
っ
た
夢
を
連
続
休
暇
で
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
「
は
っ
と
ウ
ィ
ー
ク
」
は
、

た
っ
ぷ
り
休
ん
で
し
っ
か
り
リ
フ
レ

ソ
言
し
ま
し
ょ
う
。
め
ざ
せ
！
・
1
0

連
休
を
。

-〃〃i--¬
- -¶ - - － 心 Ｗ 心

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
･

道路をまもる月間

道の日　８月10日

　　　　　　　////J=ごＪ-~乙~乙

./　　　　　　い

　孕iE7へと差ぞぐI、IMjたちα)道。　OUR FUTURE5
贈賄脳

、

こっちだヨｳﾁﾞ　＿　　　　　

“I=Iﾐ●111

　　　　　　　　　　　　　｜

－〃－〃ｗ-－－－-－－Ｊ

／
／
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈹
】

　
　
／

ど
Ｉ
１
１
１
ｉ
ｌ
ｌ
’
ｌ
ｇ
”
―
‘
―
Ｅ
’
Ｉ
’
ｉ
’

」

地
下
水
揚
水
施
設
（
井
戸
）
の

設
置
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
地
下
水
は
、
青
服
な
資
源
で
す
。

特
に
栃
木
県
内
で
は
、
水
利
用
の
約

３
割
を
地
ド
水
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、
地
下
水
の
過

剰
採
京
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
や

地
鎧
沈
下
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
栃
木
県
で
は
７
月
１
日

に
な
り
ま
し
た
。

　
千
生
町
の
場
合
は
、
Ｂ
地
域
に
含

ま
れ
、
吐
出
目
断
面
積
６
｝
（
直
径

２
・
７
６
ｍ
）
を
超
え
る
揚
水
施
設
を

設
置
す
る
場
合
、
次
の
通
り
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

か
ら
『
栃
木
県
地
下
水
禍
水
施
設
に
　
』
対
象
地
城
（
県
内
全
域
）

係
る
指
導
等
に
関
す
る
要
綱
』
を
施

行
し
、
地
下
水
の
保
全
を
Ｍ
る
こ
と

《
Ａ
地
域
〉
地
ド
水
の
採
取
に
よ
り
、

　
地
ド
水
の
水
位
が
低
下
し
て
お
リ

戦没者等の妻及び

　　父母のみなさまヘ

ー一特別給付金が継続支給されます一

　
か
つ
、
地
盤
の
沈
ド
が
牛
じ
て
い

　
る
地
域
（
７
市
町
）

〈
Ｂ
地
域
〉
地
下
水
の
採
取
に
よ
り
、

　
地
下
水
の
水
位
が
低
下
し
て
お
り
、

　
か
つ
、
地
盤
の
沈
下
が
生
じ
る
お

　
そ
れ
の
あ
る
地
域
（
９
市
町
）

〈
Ｃ
地
域
〉
Ａ
地
域
、
Ｂ
地
域
を
除

　
く
地
域
で
、
地
下
水
採
以
の
実
態

　
が
必
要
と
さ
れ
る
地
域
（
３
３
市
町
）

一
対
象
と
な
る
施
設

　
叶
出
目
断
面
積
が
６
四
（
直
径
２

・
７
６
田
を
超
え
る
も
の
　
（
た
だ

し
、
農
業
用
で
杵
バ
の
深
さ
が
３
０
ｍ

ｏ
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え

た
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
に
改

め
て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ｏ
第
1
0
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
に
、

額
面
１
８
０
万
円
の
特
利
絵
行
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
第
１
４
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
の

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
父

げ
等
に
額
面
９
０
万
円
の
特
利
絵
行
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ｏ
請
求
手
続
き
及
び
内
容
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
県
高
齢
対
策
課
(
1
1
0
２
８
６
１

２
３
－
‐
３
０
５
４
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

未
満
の
も
の
や
Ｌ
木
工
事
等
で
一
時

的
に
使
用
す
る
も
の
は
除
か
れ
ま
古

・
届
け
出
と
問
合
せ
先

　
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
揚
水
施
設
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
３
０
目

前
ま
で
に
市
町
村
長
（
役
場
企
画
財

政
謀
）
を
経
由
し
て
、
栃
木
県
知
事

　
（
県
資
源
対
策
源
）
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
源

ま
た
は
県
資
源
対
策
謀
１
１
ｏ
Ｎ
ｚ
Ｑ

　
（
2
3
）
N
L
r
N
）
C
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



|||IIIIllllllll広報みi.Sζlllllllllllljllllllllllllllllllllll 12dllllll｣||llllllllll
| | | | | l l l l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 目 | 1 1 1 1 Ⅲ | |

食事と健康躾
゛
…
…
…
。
、
、
パ

゛

r?り

り，

1..x..』･J　yJ　　-㎜･･ .･.●

Ｘ

● ･ ･ － ㎜ - ㎜ ･ j

食
塩
を
と
り

　
す
ぎ
な
い
よ
う
に
／

　
厚
生
省
で
は
、
成
人
病
や
防
の
た

め
に
食
塩
は
１
日
1
0
ｇ
以
下
を
目
標

睡眠時無呼吸症候群
（睡眠｜時間当たり10秒以上の無呼吸状態から回以上ある）

眠りが浅いため

昼間､異常に眠気が襲う

―高血圧などの合併症を起こしやい一

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
人
の
　
　
１
、
め
ん
類
の
祠
は
全
部
飲
ま
な
い
。

嗜
好
や
食
習
慣
な
ど
の
点
を
考
慮
し
　
　
２
、
漬
物
は
控
え
目
に
。

た
古
じ
の
目
標
で
す
が
、
実
は
、
食
　
　
３
、
汁
も
の
は
量
を
少
な
く
。

塩
の
生
理
的
な
必
要
量
は
１
日
ｌ
ｇ
　
　
４
、
加
工
食
‥
皿
に
か
た
よ
ら
な
い
。

程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
　
　
５
、
か
け
醤
油
よ
り
つ
け
醤
油
。

ら
、
調
味
料
と
し
て
食
塩
を
一
切
使
　
　
６
、
料
理
は
適
温
で
。

用
し
な
く
て
も
、
自
然
の
食
品
に
合
　
　
７
、
過
食
を
避
け
る
。

ま
れ
て
い
る
塩
分
で
充
分
な
の
で
す
。

　
食
塩
の
と
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
の

発
症
を
促
し
、
動
脈
硬
化
の
危
険
因

ｆ
と
な
り
ま
す
。
ま
べ
胃
が
ん
の

発
症
率
が
高
く
な
る
こ
と
も
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
を

防
ぐ
た
め
の
に
よ
う
ず
な
食
べ
方
に

つ
い
て
、
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は
、
文

字
通
り
「
寝
て
い
る
間
に
呼
吸
が
止

ま
る
」
病
気
で
、
い
ま
は
「
睡
眠
１

時
間
当
た
り
、
１
０
秒
以
ト
の
外
呼
吸

状
態
が
５
回
以
上
あ
る
」
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
ま
だ

あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

放
っ
て
お
く
と
血
管
中
の
赤
血
球
が

増
え
、
多
血
症
（
赤
血
球
増
手
性
に

な
り
、
脳
梗
塞
や
心
不
発
な
ど
に
な

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
激
し
い
い
び
き
は
疑
っ
て
み
よ
う

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
鍛
大
の

特
徴
は
、
い
び
き
で
す
。
軽
い
い
び

　
　
　
　
　
　
　
　
）

８
、
外
食
料
坪
に
注
意
す
る

⑤≒や

古ヅ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
続
く
激

し
い
　
（
ほ
か
の
人
が
眠
れ
な
い
よ
う

な
）
　
い
び
き
で
す
。
そ
し
て
深
い
眠

り
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
目
覚
め
や
す

い
の
も
特
徴
で
す
。
こ
の
た
め
、
昼

間
に
異
常
に
眠
気
が
襲
っ
て
き
て
、

と
こ
ろ
構
わ
ず
寝
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
朝
起
き
た

時
に
頭
痛
や
吐
き
気
、
全
身
の
だ
る

さ
な
ど
を
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
激
し
い
毎
晩
の
い
び
き
、
肥
満
、

昼
間
の
異
常
な
眠
気
、
夜
中
に
よ
く

目
覚
め
る
な
ど
の
。
安
泰
を
併
せ
も
つ

人
は
、
。
度
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

惑嶮
　
豆
腐
は
、
日
本
人
の

庶
生
活
こ
矢
か
廿
ま
廿

ん
。
最
近
は
題
外
で
勺

健
康
良
品
こ
し
て
人
気

が
あ
る
よ
つ
で
サ
。

は
じ
け
ま
せ
ん
。
上
が
ら
抑
え
る
よ

う
に
し
て
切
つ
ま
ず
。

　
豆
腐
は
熟
し
遺
き
る
と
、
す
（
豆

の
よ
う
な
多
く
の
穴
）
が
入
り
ま
す
。

一
％
ぐ
ら
い
の
薄
い
塩
水
を
つ
く
ス

　
一
三
叉
は
柔
ら
か
い
の
　
　
熱
す
前
に
二
十
分
ほ
ど
つ
け
て
ど
く

で
、
水
で
冷
や
す
と
き
　
　
と
径
が
入
り
に
く
く
な
宍
煮
崩
れ

に
蛇
□
か
う
百
接
水
を
　
　
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
湯
豆
腐

当
て
る
と
形
が
崩
れ
る
こ
と

が
あ
つ
ま
ず
。
豆
腐
を
ボ
ー

ル
に
入
几
蒸
し
器
の
中
ぶ

た
を
そ
の
上
に
か
ぶ
せ
て
水

を
漑
す
と
、
豆
腐
こ
直
接
当

た
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
水
は
、

細
く
出
し
ま
し
よ
う
。

　
切
り
方
こ
九
豆
腐
の
形

を
崩
れ
さ
せ
な
い
コ
ツ
ガ
あ

つ
庶
す
。
野
菜
な
ど
を
ま
な

板
の
上
で
認
る
と
き
は
、
普

通
は
右
が
ら
切
っ
て
い
き
浬

す
が
、
豆
腐
は
右
か
う
右
に

向
か
っ
て
切
っ
て
い
く
の
が

上から抑えるように切る

の
場
合
は
、
な
べ
に
少
量
の

蛮
を
直
接
入
几
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

　
さ
て
∠
豆
腐
を
使
つ
た
な

べ
料
理
で
は
、
な
ぜ
窓
に
昆

布
を
敷
く
の
で
し
ょ
う
。
「
だ

し
を
と
る
た
め
」
「
な
べ
の
窓

口
具
万
つ
か
な
い
よ
う
口
す

る
た
め
」
は
、
当
た
回
削
で

す
抑
。
実
は
竪
三
つ
、
す

が
入
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う

大
事
な
役
巨
万
あ
り
ま
す
。

昆
布
を
な
べ
の
窓
口
敷
く
こ

と
で
、
豆
腐
を
直
接
熱
し
遥

ポ
イ
ン
ド
。
左
手
で
切
れ
こ
豆
腐
を
　
　
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

百
八
な
が
ら
切
っ
て
い
け
る
の
で
、
　
　
ご
存
じ
で
し
た
言
先
人
の
知
恵
で

倒
れ
た
り
崩
れ
た
り
す
る
心
配
が
あ
　
　
す
ね
。

り
ま
せ
ん
。
途
中
で
向
き
を
変
え
る

と
き
は
、
豆
腐
を
勤
か
す
の
で
は
な

く
、
ま
な
板
を
回
し
ま
す
。

　
豆
腐
は
、
み
そ
汁
の
呉
の
代
長
柄

で
す
。
さ
い
の
目
口
紐
か
く
認
る
と

き
は
、
手
の
平
口
の
る
犬
さ
さ
口
豆

腐
を
切
宍
↑
（
手
口
豆
腐
を
の
せ
そ

の
上
で
切
つ
ま
ず
。
包
丁
を
引
い
て

　
　
　
　
　
）
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こ
ど
も
自
転
車
競
技
大
会

一

壬
生
小
チ
ー
ム
が
団
体
優
勝

　
第
９
９
一
回
壬
生
町
交
通
安
全
こ
ど
も
　
　
優
　
勝

自
転
車
競
技
大
会
が
６
月
１
６
目
、
町

総
合
連
動
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
町
内
８
小
学
校
か
ら
８
　
　
準
優
勝

チ
ー
ム
3
2
道
于
（
４
人
で
Ｉ
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
て
、
学
科
試
聴
と
実
技
の

綜
合
得
点
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
、
個
人
の
部
で
１
位

か
ら
３
位
ま
で
を
独
占
し
た
和
生
小

手
役
が
団
体
優
勝
し
ま
し
た
。

◆
団
体
の
部

壬
生
小
学
校
（
江
坂
真
坪

子
、
神
由
良
太
、
石
塚
貴

亮
、
横
尾
瓶
子
）

壬
生
北
小
学
校
（
島
田
裕

介
、
鈴
木
淳
子
、
森
田
信

博
、
伏
木
美
由
起
）

三
　
位
　
安
塚
小
学
校
（
島
田
祐
輔

　
　
　
　
五
ト
嵐
康
之
、
白
鳥
亮
介
、

　
　
　
　
栗
厚
焼
仁

◆
個
人
の
部

準
優
勝
　
汀
坂
真
理
子
（
壬
生
小
）

三
位
　
石
塚
良
亮
（
　
〃
　
）

四
　
位
　
伏
木
美
由
起
平
生
北
士

五
位
　
森
田
　
信
勝
（
　
″
　
）

　
ま
た
、
６
月
２
４
日
に
都
賀
町
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
栃
木

地
区
大
会
（
和
生
町
、
栃
木
市
、
都

賀
町
、
大
平
町
、
岩
舟
町
）
に
出
場

し
た
壬
生
小
チ
ー
ム
と
千
生
北
小
チ

ー
ム
は
、
町
大
会
と
同
じ
く
壬
生
小

学
校
チ
ー
ム
が
優
勝
、
壬
生
北
小
学

校
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。
な
お
、
壬

生
小
学
校
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
（
７

月
２
３
Ｈ
、
県
体
育
館
で
開
催
）
に
出

優
勝
　
神
山
　
良
人
（
壬
生
小
）
　
　
場
し
ま
し
た
。

‘
一
一
７
－
－
山
一
｀
叩
－
一
一
｀
一
‘
一
一
一
－
ｐ
ｔ
｀
・
１
－
｀
一
一
一
一
・
－
ｉ
一
一
一
－
‘
一
一
一
－
｀
‐
・
一
り
Ｄ
ｔ
一
｀
一
一
｀
一
’

－
－
一
一
一
？
－
」
一
｀
一
心
｀
・
叩
り
Ｉ
」
一
一
『
７
－
』
一
一
一
｀
一
一
ｌ
ｑ
－
一
｀
・
７
‘
一
一
Ｔ
－
ｔ
・
一
一
一
－
一
一
一
一
Ｌ
・
一
一
－
－
一
一
一
一
－
－

小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
壬
生
町
学
校
体
育
達
眼
主
催
の
小

学
校
陸
上
競
技
大
全
が
６
月
1
0
日
、

町
総
合
連
動
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

■
５
年
生
男
子

１
０
０
ｍ
走
　
．
位

　
指
目
　
直
人
（
安
小
）
　
　
1
4
秒
５
１

２
０
０
ｍ
走
　
一
位

　
指
目
　
直
人
（
安
小
）
　
　
3
1
秒
２
１

　
大
全
は
町
内
各
学
校
の
選
抜
選
手
、
　
１
０
０
’
Ｏ
ｍ
走
　
．
位

５
年
生
（
男
・
女
）
と
６
年
生
（
男
　
　
　
戸
崎
　
貴
幸
（
壬
小
）
３
分
３
８
秒
２
２

・
女
）
が
出
場
し
、
５
種
目
に
わ
た
　
　
走
り
幅
跳
び
　
一
位

リ
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
大
会
の
記
録
上
位
者
は
、
郡
大

会
（
７
月
２
２
口
）
お
よ
び
県
民
中
炎

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
９
月
２
６
日
）
に
出

場
し
ま
す
。

二
大
廓
㈱
薪
」

　
中
島
　
辰
徳
（
北
小
）
　
３
６
０
ｍ

走
り
高
跳
び
　
一
位

　
楡
井
　
飛
太
〒
小
）
　
Ｉ
１
５
ｍ

■
５
年
生
女
子

１
０
０
ｍ
走
　
．
位

　
大
橋
豆
加
判
（
壬
小
）
　
　
1
5
秒
４
４

２
０
０
ｍ
走
　
．
位

一

優
勝
の
壬
生
小
チ
ー
ム

　
大
橋
亜
加
判
（
壬
小
）

８
０
０
E
￥
　
1
位

32
秒

49

　
小
川
　
麻
美
（
安
小
）
２
分
５
５
秒
３
５

走
り
幅
跳
び
　
一
位

　
小
林
由
香
里
（
束
小
）
　
３
４
３
ｍ

走
り
高
跳
び
　
一
位

　
長
谷
川
久
子
（
東
小
）
　
１
２
０
ｍ

■
６
年
生
男
子

１
０
０
ｍ
走
　
一
位

　
高
橋
　
宏
介
（
睦
小
）
　
　
１
３
秒
７
７

２
０
０
ｍ
走
　
一
位

　
五
十
嵐
康
之
（
安
小
）
　
　
肌
秒
３
３

１
０
０
０
ｍ
走
　
一
位

　
高
橋
　
宏
介
（
睦
小
）
３
分
２
３
秒
８
０

走
り
幅
跳
び
　
一
位

準
優
勝
の
壬
生
北
小
チ
ー
ム

　
神
永
　
達
也
（
安
小
）

走
り
高
跳
び
　
一
位

４
１
１
ｍ

　
菊
池
　
孝
典
（
北
小
）
　
１
３
０
ｍ

■
６
年
生
女
子

１
０
０
ｍ
走
　
一
位

　
増
山
　
知
子
（
壬
小
）
　
　
1
4
秒
9
1

２
０
０
ｍ
走
　
一
位

　
荒
川
　
真
理
（
壬
小
）
　
　
3
1
秤
９
５

８
０
０
ｍ
走
　
一
位

　
高
山
美
智
代
（
東
小
）
２
分
５
１
秤
６
３

走
り
幅
跳
び
　
一
位

　
安
野
　
朋
美
（
東
小
）
　
３
８
２
ｍ

走
り
高
跳
び
　
一
位

　
須
永
　
早
苗
（
東
古
　
Ｉ
［
ａ
［
Ｄ
ｍ
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「
８
０
歳
を
越
え
て
か
ら
、
健
康
の

た
め
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い

る
」
と
い
う
藤
蔵
さ
ん
は
、
現
在
で

も
北
小
林
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
活

躍
。
先
日
行
わ
れ
た
南
犬
飼
地
区
の

大
会
で
優
勝
し
て
い
た
だ
い
た
と
い

あ達者
カッフjl
ﾝﾌﾞﾌﾞｹ

⑩北小林

　　　藤蔵さん（85）
刀川　ヨネさん（82）

Ｉ
レ

睦小学校５年

大　貫　絵　美

ﾖ鮭
同

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

夫妻

検定合格を目さして

　　緑町三丁目　栗城広美さん

　　「目下、情報処理の国家検定合格を目さして勉

強中です」という広美さん。

　会社では、完成品の検査担当として活躍中。休

みの日は、ゴルフやリフレッシュを兼ねてスイミ

ングに行ったり、得意なお菓子を作ったりしてい

るとか。そして、今の夢は「来年、友だちとハワ

イに行きたい」と笑顔で答えてくれました。

｢クワガタとカブトムシ｣

　　睦小学校５年

　　五十嵐信宏

肌
◎
⑩
凪

広恨みぶ　14



ふれあ

出
場
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
静
君
（
右
）
、

船
越
君
（
中
央
）
、
荒
川
コ
ー
チ
（
左
）
。

う
ト
ロ
ヒ
ィ
を
、
「
私
の
宝
で
す
」

と
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
藤
蔵
さ
ん
は
、
今
ま
で
内
臓
で
医

者
に
か
か
っ
た
り
、
薬
を
飲
ん
だ
り

し
た
こ
と
が
な
く
、
若
い
と
き
か
ら

暑
さ
、
寒
さ
が
身
に
し
み
な
か
っ
た

そ
う
で
、
「
体
は
け
っ
こ
う
粗
末
に

し
た
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
健
康
な

ん
だ
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
共
済
の
評
価
委
員
や

理
事
を
３
５
年
間
と
、
自
治
会
長
、
老

人
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
人
に
頼
ま

れ
る
と
嫌
と
言
え
な
い
性
格
の
藤
蔵

さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
役
を
今
ま
で

や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ョ
ネ
さ
ん
は
嫁
に
き
て
今
年
で
６
２

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
藤
蔵
さ
ん
が

人
夫
や
馬
車
引
き
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
き
は
１
人
で
農
業
を
守
り
、
８

大
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
家
の
留
守
番
を
し
た
り
、

お
天
気
の
時
は
屋
敷
の
草
む
し
り
や

近
所
の
家
に
押
し
車
を
お
し
て
遊
び

に
い
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
２
人
と
も
お
元
気
で
食
べ
物
の
好

き
嫌
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
８
人
の
お

子
さ
ん
が
集
ま
る
盆
と
正
月
を
楽
し

み
に
し
て
い
て
、
「
子
ど
も
た
ち
が

近
間
に
全
部
い
る
か
ら
、
に
ぎ
や
か

だ
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

四
越
い
（
に
八
八
い
い

）
が
世
界
大
会
出
楊

　
町
体
協
レ
ス
リ
ン
グ
部
（
疋
田
周

二
部
長
）
の
船
越
　
聡
君
（
壬
生
中

３
年
）
と
静
信
次
郎
君
（
南
犬
飼
中

２
年
）
　
の
２
人
が
、
７
月
１
～
４
日

に
ド
イ
ツ
の
ド
ル
ト
ム
ン
ト
で
開
催

さ
れ
た
世
界
ガ
デ
ッ
ト
（
1
4
歳
前
後

対
象
）
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　
２
入
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
町

体
協
の
チ
ビ
ノ
ド
レ
ス
リ
ン
グ
教
皇

に
入
部
。
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

腕
を
磨
き
合
い
、
中
学
生
に
な
っ
て

も
壬
生
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
門
を
た

た
い
て
猛
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
６
月
１
２
・
１
３
日
、
水
戸

市
で
行
わ
れ
た
第
1
9
回
全
国
中
学
生

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
、
船
越

君
が
バ
ジ
縁
、
静
れ
が
5
1
ご
縁
に
出

場
し
、
と
も
に
２
位
と
な
っ
て
日
本

代
表
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

２
人
の
コ
ー
チ
で
も
あ
る
荒
川
善
咲

さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｔ
栃
木
勤
務
）
が
日
本

選
手
団
の
コ
ー
チ
と
し
て
遠
征
に
同

行
し
ま
し
た
。

チピッ子アjl,ハム

直
也
ち
ゃ
ん
（
５
歳
・
２
が
）

　
（
父
）
武
　
田
　
和
　
久
さ
ん

　
（
母
）
　
　
″
　
　
貞
　
子
さ
ん

あ
Ｉ
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

（
仲
通
町
）

の
び
の
び
と
、
そ
し
て
相
手
の
事
を
考
え
ら
れ
る

ｆ
供
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

友
里
ち
ゃ
ん
（
５
歳
・
２
ｋ
）

　
（
父
）
斎
　
藤
　
隆
　
雄
さ
ん

　
（
母
）
　
　
″
　
　
真
　
弓
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

（
仲
通
町
）

思
い
や
り
の
あ
る
、
や
さ
し
く
素
直
な
曇
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

広報みぶ　15
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男
子
は
吉
田
稔
さ
ん

女
子
は
今
泉
利
子
さ
ん
が
優
勝

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
第
３
回
壬
生
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
６
月
４
目
、
星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
１
３
８
名
の
ゴ
ル
フ
愛

好
家
が
参
加
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

’
競
技
終
了
後
に
催
さ
れ
た
パ
土
ア

イ
ー
で
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青
心
チ
ー
ム
ガ
優
勝

　
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
の
毒
血
チ
ー
／
］

　
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高

山
安
市
協
会
長
）
主
催
の
第
４
回
町

長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６

月
１
１
日
、
町
総
合
運
動
場
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
４
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展

開
。
試
合
の
結
果
、
７
コ
ー
ト
中
最

高
得
点
回
目
心
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
成
　
績

-

｢‾天蚕丿揃ｺ

いi碍）げﾛｽ･l

65.4　99

67.0　91

67.0 103

68.2　85

68.8　76

69.8　89

70.0　94

70.2　87

70.4　92

70.6　85

■男子の部

優　勝　吉田　　稔

準優勝　粂川　　匠

３　位　大垣　吉宏

栗原　　節

中尾靖一郎

一
失
明
規
治

孝
貞
　
正
修

木
山
山
原
川

竹
増
墨
前
福

位４

粒
粒
粒
粒
粒
粒

ｕ
ｊ
　
Ｑ
　
１
～
　
Ｑ
Ａ
Ｊ
　
Ｕ
ｊ
　
¥
0

ド

テ
ニ
ス
大
4
U
I

！
－
－
ｒ
Ｅ
－
－
？
ｒ
－
ｒ
ｒ
ｒ
ｌ
ｒ
ｒ
－
－
－
ｒ
－
ｒ
ｒ
ｌ
－
♂

　
第
1
0
回
千
生
町
テ
ニ
ス
大
全
が
５

月
３
０
日
、
町
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
Ｊ

Ｉ
ト
で
開
か
れ
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
と

女
蒼
ダ
ブ
ル
ス
合
わ
せ
て
４
７
組
が
参

　
　
　
入
賞
の
み
な
さ
ん

ー
今
参
争

優
勝
青
心

準
優
勝
　
お
も
ち
や
万
ま
ち

　
　
　
　
　
　
ジ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

３
　
位
　
上
長
田

　
力
　
　
城
　
東

105

　86

　95

０

２

０

69

69

71

72

73

73

74

74

■女子の部

優　勝　今泉　利子

準優勝　鈴木　啓子

３　位　谷田貝文子

■男子グロスの部

優　勝　斎藤　裕一

準優勝　小田坂忠志

加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

◇
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
3
0
組
）

優
　
勝
　
佐

準
優
勝
　
田

三
　
位

　
力

ｊ

藤
・
川
久
保
組

中
・
斎
　
藤
組

関
・
黒
　
崎
組

関
　
目
・
加

藤

組

◇
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
口
組
）

　
　
優
　
勝
　
早
乙
女
・
谷
垣
内
組

準
優
勝
　
原

三
　
位
　
秋

　
力
　
　
矢

子
・
中

山
・
松

部
・
桂

村
組

本
組

山
組

　
町
総
合
運
動
場
町
民
体
育
館
で
５

月
３
０
日
、
梁
1
0
回
壬
生
町
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

８
０
大
の
愛
好
家
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
（
５
組
）

　
　
優
　
勝
　
　
佐
藤
・
林
　
組

　
　
準
優
勝
　
　
難
波
・
伊
藤
組

　
　
三
　
位
　
　
田
中
・
石
川
組

Ｏ
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
（
１
４
組
）

-

位　ｷ白崎　--一一之

位　大塚　勝己

位　宇賀神　寿

c
t
　
g
　
L
Q

84

86

91

・女子グロスの部

優　勝　女衆　敬子

準優勝　鈴木　啓子

３　位　小出　紀恵

入
賞
の
み
な

さ
ん

　
　
優
　
勝
　
岡
田
・
高
本
組

　
　
準
優
勝
　
大
拓
．
・
森
岡
組

　
　
三
　
位
　
秋
元
・
作
田
組

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
（
２
組
）

　
　
優
　
勝
　
増
山
・
滝
沢
組

　
　
準
優
勝
　
平
石
・
山
口
組

Ｏ
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
（
１
９
組
）

　
　
優
　
勝
　
田
中
・
青
柳
組

　
　
準
優
勝
　
高
橋
・
小
林
組

　
　
三
　
位
　
高
瀬
・
金
子
組

　
　
　
カ
　
　
市
川
・
上
野
組
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ゴ
ミ
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

　
六
美
町
南
部
第
二
自
治
会
（
福
田

栄
自
治
会
長
）
で
は
、
篠
原
富
太
郎

保
健
委
員
を
先
頭
に
地
域
環
境
の
ク

リ
ー
ン
を
目
指
し
て
、
年
度
初
め
か

ら
逐
次
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
自
治
会
の
可
燃
物
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
そ
の
都
度
当
番
の
人
が
清

掃
を
実
施
し
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

不
燃
物
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
一
部

乱
れ
が
目
だ
つ
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
近
接
の
四
つ
の
班
の
班

長
が
協
力
し
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
き
れ
い
に
整

理
す
る
と
と
も
に
、
各
班
員
に
不
燃

物
、
可
燃
物
分
別
の
周
知
徹
底
す
る

た
め
チ
ラ
シ
の
配
布
や
現
場
で
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
自

治
会
役
員
の
感
ま
ぬ
尽
力
に
地
域
の

人
だ
ち
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
黙
果
菜
識
肉
慾

藤
巻
克
久
さ
ん
（
一
般
）

佐
藤
裕
司
君
（
小
学
生
）

が
優
勝

藤巻克久さん佐藤裕司君

　
第
７
回
町
民
柔
道
大
会
が
６
月
２
０

日
、
町
総
合
運
動
場
武
道
館
で
開
か

れ
、
。
般
の
部
と
小
学
生
の
部
に
分

か
れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
一
般
の
部

優
　
勝
藤
巻
　
克
久
（
撲
協
医
大
）

準
優
勝
　
佐
野
　
秀
行
（
　
〃
　
）

三
　
位
斉
藤
　
寛
（
　
″
　
）

自治公民館連絡協議会

新役員決まる

　
町
内
自
治
公
民
館
な
ど
の

迷
路
を
密
に
し
、
社
会
教
育

の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
壬
生
町
自
治
公

民
館
連
絡
協
議
会
の
総
会
が

５
月
２
９
目
、
壬
生
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
、
新
役
員
（
任

期
２
年
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

自治公民館連絡協議会役員（○印は新任）

-

要
約
筆
記
奉
仕
員
の
登
録

　
栃
木
県
で
は
、
聴
覚
障
害
者
の
福

祉
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
要
約
筆
記

奉
仕
員
と
し
て
登
録
を
希
望
す
る
力

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
に
限
り
ま
す
。

①
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
事
業
（
栃

●
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
佐
野

草
優
勝
　
渡
辺

三
　
位
　
大
渕

裕
司
（
安
塚
小
）

四
回
（
壬
生
小
）

智
昭
（
東
小
）

　
木
県
）
　
の
講
習
を
終
了
し
た
方

②
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
事
業
の
講

　
習
と
同
等
の
講
習
を
終
了
し
た
方

③
要
約
筆
記
奉
仕
に
つ
い
て
６
か
月

　
以
上
の
活
動
実
権
の
あ
る
方

▽
申
込
み
先
　
役
場
福
祉
課

Ｔ
証

―
－
丑
」

　
先
月
号
の
４
ペ
ー
ジ
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
ト
ー
ク
の
開
催
日
を
っ
ぎ
の
よ

う
に
訂
正
し
ま
す
。

ｏ
８
月
９
９
一
日
（
日
）
午
後
２
時

文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
短
　
歌

皇
太
子
さ
ま
御
成
婚
の
パ
レ
ー
ド
に

雨
の
あ
が
り
て
天
も
祝
賀
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
カ
ズ
子

枕
辺
に
今
夜
こ
そ
は
と
数
冊
の
雑
誌

を
置
け
ど
寝
て
し
ま
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
　
香

寝
そ
び
れ
て
深
夜
放
送
小
さ
く
聞
く

隣
り
の
部
屋
に
孫
の
寝
居
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

夢
の
中
の
父
は
何
か
を
言
い
て
お
り

聞
き
返
せ
ど
も
聞
き
と
り
難
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

　
　
俳
　
句

耕
運
機
茶
道
具
も
乗
せ
農
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
愛
子

郭
公
や
こ
だ
わ
り
し
こ
の
捨
て
去
り

ド
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

糠
漬
の
色
よ
き
朝
や
閑
古
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

髪
洗
う
身
を
さ
か
し
ま
に
答
え
っ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子
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第1回誇れるまちづくり

町民フォトコンテスト

昨
年
の
八
坂
祭
か
ら

テデ∇デマ])

広報みぶ111111111111111111111Ⅲ|||Ⅲ||目11811111111111Ⅲ間日

　由緒ある歴史と文化、そして緑豊かな素晴らしい“わ

がまぢを再発見してみませんか。ふれあいの明るいま

ちづくり、町内各地の祭り、レクリエーション、郷土の風

俗、行事など、訪れるまちづくりにふさわしいものを、

あなたのカメラで自由にとらえ､ぜひ､ご応募ください。

町内各地の行事、祭り、伝統芸能な　價瀾匠回緊）主催者

ど、壬生町の姿を撮影した作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　C荒鷲二万］霖⊃　本人に通知します。

嵯斎甕回回回顧励　カラーの単写真、４ツ切のプリント

　　　　　　　で未発表のもの

懸巣剽騰］）１人３点以内

OD裔資資格］）町内に住んでいるか、勤めている力

　　　　　　　年齢に制限はありません

皿作品ま壬生町内で撮影もの

　　　　に限ります。

　　　　‘応募票に必要事項を明記し、作品

　　　　裏面に貼付ください｡（自作河）

　　　　・入賞作品の版権は主催者に帰属し

　　　　ます。

回口Eｍ葺）壬生町

俗僧廉纒獄）平成５年11月3o目

　　　　　　　（作品提出は11月１目以降にお願いします）

(百群)熹]秀])･千生町役場企画財政課(a82－12坤

　　　　　　　〒321－02千生町通町12－22

薦

道

道

作

１点(賞状､副賞20､000円)

２点(賞状､副賞15､000円)

６点(賞状､副賞10､000円)

若干名(賞状)

●
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

●
国
民
年
金
（
５
期
）

　
　
（
納
期
限
８
月
3
1
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

第1回誇れるまちづくり
町民フォトコンテスト応募票

題　名 データ

氏　名 年齢

住所
　　　　　　　　　　　　　　　　昔

撮　影

場　所

撮　影

年月日

取扱店名

夏の交通事故防止

ご
寄
付
（
社
会
福
ｔ
協
議
会
）

金
１
万
４
千
２
６
２
円
（
５
回
）

　
　
　
　
　
宇
都
宮
信
用
金
庫
様

金
３
千
４
０
円
（
２
４
回
）

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八
様
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